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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶解装置（１００）と、該溶解装置に接続されたコンポーネントとを備える熱糊塗布装
置において、
　前記コンポーネントは、１つまたは複数の加熱可能な搬送ホース（２００）と１つまた
は複数の加熱可能な塗布弁（３００）とを含み、
　前記熱糊塗布装置は、前記溶解装置（１００）の加熱回路および接続されたコンポーネ
ントの制御および監視のために用いられる制御部（１７０）を備え、
　前記搬送ホース（２００）および前記塗布弁（３００）は、それぞれ、機械により読み
出し可能なデータ担体（２３０，３３０）を含み、
　該データ担体は、複数ゾーン温度制御および監視部による制御パラメータの自動適合の
ために必要な技術データを記憶し、
　前記制御部（１７０）は、前記コンポーネントにある前記データ担体（２３０，３３０
）との通信のための通信装置（１７３，１７４）を有する、
ことを特徴とする熱糊塗布装置。
【請求項２】
　請求項１記載の熱糊塗布装置であって、
　前記データ担体（２３０，３３０）は機械により書き込み可能である熱糊塗布装置。
【請求項３】
　請求項１または２記載の熱糊塗布装置であって、
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　前記機械により読み出し可能なデータ担体（２３０，３３０）は、マイクロプロセッサ
システムを有する熱糊塗布装置。
【請求項４】
　請求項１から３までのいずれか１項記載の熱糊塗布装置であって、
　前記機械により読み出し可能なデータ担体（２３０，３３０）は、１つまたは複数の半
導体メモリを有する熱糊塗布装置。
【請求項５】
　請求項１から４までのいずれか１項記載の熱糊塗布装置であって、
　前記機械により読み出し可能なデータ担体は、磁気的に読み出し可能および／または書
き込み可能なメモリまたは符号担体を有する熱糊塗布装置。
【請求項６】
　請求項１から５までのいずれか１項記載の熱糊塗布装置であって、
　前記機械により読み出し可能なデータ担体（２３０，３３０）は、光学的に読み出し可
能および／または書き込み可能な符号担体を有する熱糊塗布装置。
【請求項７】
　請求項６記載の熱糊塗布装置であって、
　前記符号担体は、バーコード、２Ｄコード、または３Ｄコードを含む熱糊塗布装置。
【請求項８】
　請求項１から７までのいずれか１項記載の熱糊塗布装置であって、
　前記制御部（１７０）の通信装置（１７３，１７４）と、接続されたコンポーネントに
ある前記データ担体（２３０，３３０）との間の通信は、有線接続で前記溶解装置（１０
０）の接続ソケットを介して、または無線で電磁的、磁気的、音響的、または光学的に行
われる熱糊塗布装置。
【請求項９】
　請求項１から８までのいずれか１項記載の熱糊塗布装置であって、
　前記通信装置（１７３，１７４）は接続部を有し、該接続部はフィールドバスを介して
上位の制御部と、またはインターネットを介して外部の監視装置とデータ交換することが
できる熱糊塗布装置。
【請求項１０】
　溶解装置（１００）と、該溶解装置に接続されたコンポーネントとを備える熱糊塗布装
置の制御および監視のための方法であって、
　前記コンポーネントは、１つまたは複数の加熱可能な搬送ホース（２００）と１つまた
は複数の加熱可能な塗布弁（３００）とを含み、
　前記溶解装置は制御部（１７０）を有し、
　前記搬送ホースおよび塗布弁はそれぞれ機械により読み出しおよび／または機械により
書き込み可能なデータ担体を有し、
　該データ担体は、複数ゾーン温度制御および監視部による制御パラメータの自動適合の
ために必要な技術データを記憶する形式の方法において、
　前記制御部（１７０）は、初期化の際に有線または無線で、前記接続されたコンポーネ
ントにあるデータ担体（２３０，３３０）と通信し、および／または
　前記制御部（１７０）は、周期的に有線または無線で、前記接続されたコンポーネント
にあるデータ担体（２３０，３３０）と通信し、
　前記制御部（１７０）はシステム構成の変更時に有線または無線で、前記接続されたコ
ンポーネントにあるデータ担体（２３０，３３０）と通信し、
　前記制御部（１７０）は、接続されたコンポーネントからデータを受信し、該データを
前記溶解装置の加熱回路の制御および監視を最適化するために使用することを特徴とする
方法。
【請求項１１】
　請求項１０記載の方法であって、
　前記制御部（１７０）は、前記データ担体（２３０，３３０）にあるデータを前記接続
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されたコンポーネントに伝送し、該データは該コンポーネントの診断および保守の最適化
のために使用される方法。
【請求項１２】
　請求項１０または１１記載の方法であって、
　前記制御部はフィールドバスを介して上位の制御部と、またはインターネットを介して
外部の監視装置とデータを交換し、該データは熱糊塗布装置の監視を最適化し、エラーの
場合に遠隔診断を可能にするために使用される方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱糊塗布装置、および熱糊塗布装置の制御および監視方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　熱糊は溶解接着剤またはホットメルトとしても知られており、種々異なる分野の産業で
、材料または製品を相互に接着するために使用される。
【０００３】
　従来技術に属する熱糊塗布装置（図１参照）は、一般的に溶解装置１００、１つまたは
複数の加熱可能な搬送ホ―ス、および１つまたは複数の加熱可能な塗布弁３００を有する
。
【０００４】
　溶解装置１００は次のコンポーネントを有する：
・加熱可能なタンク１００。このタンクには、熱糊が固体の凝集状態で粒状物として、ま
たはブロックで供給される。このタンクは、熱糊の備蓄と液化のために用いられる。１つ
または複数の加熱ゾーンを有するヒータ１１１によって、タンクは熱糊が液化するまで加
熱される。運転温度を維持するために、加熱ゾーンの数に応じて１つまたは複数の温度セ
ンサ１１２により実際温度が制御のために検出される。
・ポンプ１２０。このポンプは溶解した熱糊を接続された負荷に搬送する。
・過圧弁１３０。この過圧弁は作動圧が過剰のときに負荷側の圧力を軽減し、熱糊をタン
ク１１０に戻す。
・フィルタ１４０。このフィルタは、塗布弁を詰らせる危険性のある大きさの粒子が負荷
側に達するのを阻止する。
・分配器１５０。この分配器は複数の油圧接続部を有し、この油圧接続部には加熱可能な
搬送ホースを熱糊の供給のために接続することができる。
・複数ゾーンの温度制御および監視部１７１と操作および表示装置１７２とを備える電子
制御部１７０。複数ゾーンの温度制御および監視部は、タンク加熱ゾーンが目標温度に達
し、これを維持するようにし、複数の外部接続部を有し、接続された加熱可能な搬送ホー
スおよび加熱可能な塗布弁が目標温度に達し、これを維持するようにし、それを監視する
。
【０００５】
　加熱可能な搬送ホース２００は、塗布弁３００に液状熱糊を供給するために用いる。搬
送ホース２００はヒータ２１０により加熱され、溶解装置１００から供給された熱糊を液
状に維持する。運転温度を維持するために、温度センサ１１２によって実際温度が検出さ
れ、制御のため制御部１７０に通知される。
【０００６】
　加熱可能な塗布弁３００は、電気式または電子油圧式に操作される閉鎖機構とノズルを
有し、接着すべき製品に塗布される熱糊部分２０を調量および位置決めする。塗布弁３０
０はヒータ３１０により加熱され、溶解装置１００から加熱可能な搬送ホース２００を介
して供給された熱糊を十分に液状にする。そして熱糊を、適用に応じて所要の粘度と温度
でノズルを介して塗布することができる。運転温度を維持するために、温度センサ３２０
によって実際温度が検出され、制御のため制御部１７０に通知される。
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【０００７】
　適用に応じて溶解装置１００には、加熱出力および制御特性が可変である加熱可能な搬
送ホース２００および加熱可能な塗布弁を所要の数だけ接続することができる。熱糊塗布
装置の構成は、最初の設置後にも、接着される製品が異なる場合、熱糊が変更される場合
、またはコンポーネントの１つが故障して交換部品を接続するときに、その特性が故障し
たコンポーネントとは異なる場合にはしばしば変更することができる。
【０００８】
　熱糊塗布装置の加熱時間と、個々の加熱回路における目標値からの運転温度の制御偏差
は、この種の装置の生産性および運転安全性を調整するための重要な適用パラメータであ
る。制御特性を最適化するためには複数ゾーンの温度制御および監視部１７１が、例えば
デッドタイムおよび増幅係数等の制御パラメータの他に、接続されたすべてのコンポーネ
ントの加熱出力および最大温度等の別の技術的データを得ることが必要である。
【０００９】
　複数ゾーン温度制御および監視部１７１を、接続された種々異なるコンポーネントに対
する制御パラメータが手動で入力できるように構成することは公知である。
【００１０】
　しかし制御パラメータを手動で入力することは、コンポーネント、熱糊、または接着す
べき製品を頻繁に交換する際には面倒であり、エラーの原因となる。
【００１１】
　デジタル制御器における自己最適化アルゴリズムは公知である。このアルゴリズムは、
手動で、または周期的に、または制御の初期化時にスタートされ、テストプロシージャに
より制御パラメータを自動的に検出する。しかしこのアルゴリズムは、加熱回路を接続す
る際に、目下の値からの制御パラメータの偏差が自動的に識別されるか、または新たな接
続の際に最適化サイクルがそれぞれ手動でトリガされる場合にだけ上手くいく。加熱出力
および運転温度に対する限界値を、この方法によって求めることはできない。このことは
とりわけ、運転中に加熱回路に故障が発生する場合、または故障したコンポーネントが接
続される場合にクリティカルである。なぜなら制御部は、警報をトリガせずに制御特性を
新たに検出されたパラメータに適合するからである。このことは熱糊塗布の品質に不利に
作用し、最大温度を越えると、安全上の重大な危険性を引き起こすことがある。さらにこ
のアルゴリズムは、接続されたコンポーネントに関するさらなる技術的データなしには、
熱糊塗布装置の全体特性、例えばエネルギー消費または全体加熱時間を最適化するための
手段を提供しない。
【００１２】
　したがって公知の熱糊塗布装置では電子制御部１７０が、固定的に調整された平均制御
パラメータと加熱出力と運転温度に対する最大値によって、または手動でトリガされる自
己最適化によって動作する。
【００１３】
　さらに公知の熱糊塗布装置では、温度センサが短絡とセンサ破損についてしか監視され
ない。なぜなら、データが固定的に制御部にファイルされている形式のものしか制御に使
用されないからである。加熱の監視は行われない。なぜなら加熱パラメータの手動入力は
面倒であり、例えば電流センサのようなセンサの付加的な組み込みはコストを上昇させる
からである。しかし故障した加熱部の代用として別の特性を備えるものが使用される場合
には問題となる。
【００１４】
　さらなる問題は、使用されるコンポーネントが全体では制限された１つの寿命しか有し
ておらず、１つだけのコンポーネントの故障が、熱糊塗布装置全体の故障を引き起こすこ
とである。
【００１５】
　自動製造装置の使用性を向上させるための公知の方法は、このような装置のコンポーネ
ントを予防的に保守することである。ここでは、統計的評価または実際の実験により得ら
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れた、障害なしでの予想運転持続期間でコンポーネントの予防的修理または予防的交換を
行うことが前提である。予防的保守を実施するための前提は、個々のコンポーネントの目
下の運転持続期間を記録すること、および目下の運転持続期間が得られることである。こ
のためにはログブックに、個別のコンポーネントの運転持続期間が装置全体の運転持続期
間と異なることとなるすべてのイベントを手動で記録しなければならず、このことは面倒
であり、間違えの原因ともなる。したがって公知の熱糊塗布装置では、溶解装置１００の
運転持続期間だけが監視される。接続されたコンポーネントの運転持続期間の自動監視は
行われない。
【００１６】
　とりわけ公知の熱糊塗布装置では、コンポーネントにおいて限界温度を超過したことを
記録しない。そのためこの情報は診断に使用されない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　発明の基礎とする課題は、コンポーネントを交換した後でも、接着すべき製品の確実な
接着を保証し、その運転確実性が高められた熱糊塗布方法および熱糊塗布装置を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　の課題は、請求項１の熱糊塗布装置および独立請求項の熱糊塗布方法によって解決され
る。本発明の方法および装置の有利な構成は従属請求項に記載されている。
【発明の効果】
【００１９】
　発明の熱糊塗布装置は、溶解装置と、これに接続されたコンポーネントとして、１つま
たは複数の加熱可能な搬送ホースと、１つまたは複数の加熱可能な塗布弁とを有し、これ
らのコンポーネントは機械により読み取り可能であり、有利には機械により書き込み可能
なデータ担体を有している。これによって制御パラメータを自動適合するために、複数ゾ
ーン温度制御および監視部によって必要な技術データがコンポーネント自体に記憶される
。この手段に基づき、１つまたは複数のコンポーネントの交換後に制御パラメータが、複
数ゾーン温度制御および監視部によって自動適合される。これにより、熱糊塗布装置のす
べてのコンポーネントが常に最適の温度で運転される。熱糊塗布装置の改善形態では、温
度制御および監視部に接続された加熱回路の運転監視が行われる。制御部１７０は、接続
されたすべてのコンポーネントの制御パラメータおよび技術データを使用するから、付加
的なセンサ系なしで、コンポーネントの機能性について推定することができる。このよう
にして種々異なる形式の温度センサを短絡およびセンサ破損について監視することができ
、キャリブレーションを自動的に調整することができる。また温度勾配を評価することに
よって、公称値が制御部にファイルされていれば、加熱回路の全制御の際に加熱フィラメ
ントまたは加熱カートリッジの部分的短絡を識別することができ、熱損失が過剰である塗
布弁が組み込まれたことを識別することができる。
【００２０】
　保守状態を評価し、熱糊装置を診断するためには、制御部１７０が運転持続期間に関す
る情報、溶解装置１００の限界温度超過についての情報、および接続された加熱可能な搬
送ホース２００と加熱可能な塗布弁３００についての情報を有することが必要である。こ
こでは、これらの情報がホースまたは塗布弁自体にファイルされると有利である。これに
よりすでに使用されているコンポーネントの修理後および接続時に、これまでに達した運
転持続期間と、設定された限界パラメータの超過が自動的に制御部１７０に通報される。
運転中に制御部は、コンポーネントに含まれる運転時間カウンタと、限界パラメータに対
するデータメモリを周期的に更新する。これにより運転持続期間とコンポーネントが達し
た限界パラメータを、コンポーネントが溶解装置１００に接続されるときに制御部１７０
により問い合わせることができる。またはコンポーネントが例えば修理のために溶解装置
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有利には機械により書き込み可能でもある。
【００２１】
　熱糊装置を監視するためには、制御部１７０が上位の製造装置の制御部と、または外部
の監視および診断装置とデータ交換できると有利である。これによりコンポーネントにあ
るデータ担体から得られた情報をさらなる処理のために使用することができる。さらに装
置は通信のために、種々のフィールドバスシステム用またはインターネット用の接続部を
有する。これにより、コンポーネントの故障の際に、例えば遠隔診断をインターネットを
介して行うことができる。
【００２２】
　公知の熱糊塗布装置は、フィールドバスを介してデータを他の制御部と交換できる装置
を有している。しかしこの情報内容は非常に制限されている。なぜなら接続されたコンポ
ーネントのデータは使用されないからである。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】従来技術の熱糊塗布装置を示す図である。
【図２】本発明の熱糊塗布装置の有利な実施例を示す図である。
【図３】本発明の熱糊塗布装置の有利な実施例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　制御部１７０は、溶解装置１００の加熱回路、接続された加熱可能な搬送ホース２００
、ならびに接続された加熱可能な塗布弁３００を制御および監視するための通常のコンポ
ーネントの他に、有線接続された装置１７３（図２参照）または無線装置１７３（図３参
照）を、接続されたコンポーネントにあるデータ担体との通信のために有する。搬送ホー
ス２００はそれぞれ１つまたは複数の機械により読み出し可能および有利には書き込み可
能なデータ担体２３０を有し、塗布弁３００はそれぞれ１つまた複数の機械により読み出
し可能および有利には書き込み可能なデータ担体３３０、例えばマイクロプロセッサシス
テム、記憶装置、コーディングまたはＲＦＩＤを有する。ＲＦＩＤは、有線または無線で
、または光学的に、または他の適切な手段によってデータを装置１７３に伝送し、有利に
はこの装置から受信することができる。データ担体には、コンポーネントの製造または修
理の際に外部の書き込みおよび読み出しユニット４００によって、形式固有の制御パラメ
ータ、例えばデッドタイムおよび増幅係数、ならびにさらなる技術データ、例えば製造日
付、平均寿命、加熱出力および最大温度が書き込まれる。コンポーネントが溶解装置１０
０に接続されていれば、データ担体は初期化の際および／または周期的に、およびシステ
ム構成の変更時に、それらのデータを装置１７３に通知する。これらのデータを制御部１
７０は、接続されたコンポーネントおよびシステム全体を最適に制御し、監視するために
使用する。装置１７３は、初期化の際および／または周期的に、およびシステム構成の変
更時に、例えば最大目標パラメータおよび実際パラメータ、または経過した運転時間等の
データを接続されたコンポーネントのデータ担体に通知する。そしてこれらのデータを有
利には診断および予防的保守のために使用することができる。
【００２５】
　さらに通信装置１７３は接続部１７５を有する。この接続部１７５は、フィールドバス
を介して上位の制御部と、またはインターネットを介して外部の監視装置とデータ交換す
るためのものである。これにより、コンポーネントの故障の際に例えば警報信号を機械の
司令所に通知し、遠隔診断をインターネットを介して行うことができる。
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